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2

第１部

2010年3月期 連結業績概要

（2009年4月1日～2010年3月31日）
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• 売上高、利益の全項目において、過去最高を更新

• EC市場の拡大に伴い、決済サービス事業が引き続き好調

2010年3月期 連結業績ハイライト

③ 非決済面で、合弁形態での新会社を設立

• 2009年11月に「SBIリサーチ株式会社」（出資比率：66.7%）

• 2010年1月に「SBIナビ株式会社」（出資比率：90%）

② 次世代システム「VeriTrans3G」をリリース

• 非決済サービスとの融合による「高機能」と「低価格」の両立

• OEM提供を可能にし、業界再編を主導

① 計画通りの成長 と 新規事業投資を両立
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2010年3月期 連結決算業績

2009年３月期 2010年３月期
前年同期比

増減率（％）

売 上 高 4,402 5,024 + 14.1

営 業 利 益 921 1,016 + 10.3

経 常 利 益 942 1,051 + 11.6

当 期 純 利 益 561 613 + 9.3

（単位：百万円）

売上・利益の全項目において過去最高を更新
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売上高・経常利益の推移
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セグメント別売上構成
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売上原価の推移
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販管費の推移

（百万円）

項目
2009年
3月期

2010年
3月期

前年同期比 増減要因

販管費合計 607 695 +14.6%

人件費 359 379 +5.5% 新規事業等にかかる人員増

業務委託費等の取引
関係費 126 186 +48.0%

PCI-DSS更新に掛かる
各種委託費用増加

不動産関係費 40 42 +5.0% 事務所拡張によるコスト増

事務費・その他 80 86 +7.7%

売上高販管費率（%） 12.1 13.8

新規事業にかかる人員及び業務委託費等が増加
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経常利益の推移
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新規事業による
人員・販管費増も
事業見直しにより、
利益率は維持

2008.3 2009.3

収納代行への収益構造転換に
より、原価率が上昇するも
販管費の維持・抑制により、
利益率は横ばい
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2010年3月末時点で、連結子会社4社、持分法適用1社

（2009年11月末をもって、株式会社エフカフェが持分法適用から除外）

当社グループについて

2009.11

新規設立

中国向け
広告サービス

中国市場調査
コンサルティング

2009.1

新規設立
（100.0%）（66.7%）

ECセキュリティ

サービス

2007.7

完全子会社化
（100.0%）

2010.1

新規設立
（90.0%）

ネットバンキング
ソリューション

レコメンド関連
ソリューション

2009.7

持分法適用

（21.8%）
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プロダクトライン別業績概況

第２部
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（1） 決済サービス事業
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① 店舗数、トランザクション数ともに順調に増加

• 店舗数は、前年同期比866店舗純増の3,583店舗に

• トランザクション数は、前年同期比14.7%増の約5900万件

決済サービス事業ハイライト

② 対応金融機関が増加し、総合決済が強化

• 銀聯ネット決済において、中国4大銀行への対応が完了

• 「電子マネー」関連サービスがさらに充実

③ 次世代システム「VeriTrans3G」のサービスを開始

• 品質・機能性のさらなる強化（総合決済・セキュリティ）

• 圧倒的な価格競争力（従来比 約1/3）
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による押し上げ
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マネーチャージ開始に
より、取扱高急増

昨年2Q以降、順調に回復・拡大
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一部事業・取引の
見直しを実施

電子マネーチャージに
よる急増が一服
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決済種類別 収納代行サービス 売上構成

2009年3月期 2010年3月期

売上高

3,104
（百万円）

クレジットカード： 85％コンビニ： 9％

プリペイド： 6％

276

2,652

175

プリペイド売上が大幅減少も、二ケタの伸び

売上高

3,617
（百万円）

クレジットカード： 90％
コンビニ： 9％

プリペイド： 1％

340

3,262

13

+16.5%

電子マネー

関連は約1割
電子マネー

関連が約2割
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次世代システム について
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「VeriTrans3G」のコンセプト

① 機能性の一層の向上

② 圧倒的な低価格（従来比 約1/3）

③ 非決済サービスとの統合

OEM提供を可能とし、業界再編を主導

圧倒的な機能差別化、コスト競争力
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①-1 総合決済のさらなる強化

■ コンビニ決済
クレジットカードを敬遠する消費者や、カードを持たない未成年層を
カバーします。インターネット上で番号を払い出す運用であり、従来
の払込伝票を郵送するコストや手間が発生しません。

■ コンビニ決済
クレジットカードを敬遠する消費者や、カードを持たない未成年層を
カバーします。インターネット上で番号を払い出す運用であり、従来
の払込伝票を郵送するコストや手間が発生しません。

■ 銀行決済
全国主要金融機関及び郵貯のATM 及び インターネットバンキングを

支払い窓口とすることができます。オンライン方式により、エンドユーザは
口座情報・金額の入力が不要であり、店舗も入金つけあわせが容易です。

■ 銀行決済
全国主要金融機関及び郵貯のATM 及び インターネットバンキングを

支払い窓口とすることができます。オンライン方式により、エンドユーザは
口座情報・金額の入力が不要であり、店舗も入金つけあわせが容易です。

■ クレジットカード決済
現在ECで、最も利用される決済手段です。セキュリティ面での不安に
対しては、3Dセキュアなどのソリューションも提供されています。

■ クレジットカード決済
現在ECで、最も利用される決済手段です。セキュリティ面での不安に
対しては、3Dセキュアなどのソリューションも提供されています。

■ 電子マネー決済
普及が目覚しい電子マネーのうち、最も普及が進んでいるEdy/suicaを
ECサイトで導入できます。小額な決済までカバーすることが可能です。

■ 電子マネー決済
普及が目覚しい電子マネーのうち、最も普及が進んでいるEdy/suicaを
ECサイトで導入できます。小額な決済までカバーすることが可能です。
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■ 海外向け決済サービス
発行枚数20億枚を誇る中国版デビットカードである「銀聯ネット決済」
及び全世界2億アカウントのPayPal決済で、
海外向けに商品を販売したい国内のEコマース事業者様を支援します

■ 海外向け決済サービス
発行枚数20億枚を誇る中国版デビットカードである「銀聯ネット決済」
及び全世界2億アカウントのPayPal決済で、
海外向けに商品を販売したい国内のEコマース事業者様を支援します

200
9年

発売開始

http://www.veritrans.co.jp/creditcard_payment/index.html
http://www.veritrans.co.jp/conveni_payment/index.html
http://www.veritrans.co.jp/emoney/index.html
https://www.paypal.com/j1/cgi-bin/webscr?cmd=xpt/Marketing/popup/OLCWhatIsPayPal-outside
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PCI DSSを前提としたシステム・運用設計
ＳＢＩ

ベリトランス

もたざる決済（カード番号を持たずに
決済できる仕組み）を一層強化

加盟店

3-D Secureとセキュリティコードの併用、
さらなる拡張性にも配慮

本人認証

①-2 セキュリティの更なる強化
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従来システムに比較して、約1/3の価格

② 圧倒的な価格競争力

従来システム

決済手数料 売上高の3～5％程度

初期費用・月額基本料 （初期）10万円・（月額）2万円 （初期）10万円・（月額）2万円

決済代行手段
「クレジットカード」 「銀行振込み」 「

コンビニ」「電子マネー」決済の

いずれかいずれか11つつ

「クレジットカード」 「銀行振込み」 「

コンビニ」「電子マネー」「銀聯ネット」

決済の全て決済の全て

1件あたり手数料 15円 5円（※）

その他 ―

中国人消費者向けECサイト 「
佰宜杰.com（バイジェイドットコム）

への出店基本料を無料に

（※） SBIベリトランスは、ECサイト決済完了画面で消費者の購買履歴などを基に、その消費者に合わせたカード会社のキャンペーン情報などを表示する

サービスを提案しています。従来比約1/3での決済手数料のご提供は、ECサイトの決済完了画面枠を提供していただける事業者を対象にしたものです。



23

システムを内製している大手企業が対象に

② 新価格におけるターゲット層

カード番号の不保持により、安全性の向上が期待される

transaction

cost

①

②
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③-1 決済連動型広告との連動

決済連動型広告サービスについて

○ 決済システム利用料（トランザクション料）の低価格化を実現するための取り組みです。

○ 消費者が入力した決済情報に応じ、カード会社などのインフォメーションバナーを、EC事業者様サイト（決済終了画面）に

表示していただきます。（表示イメージは、以下参照。）

○ 消費者にとっては、自身が保有するカードに関連したお勧め情報やキャンペーンなど、有益な関連情報が表示されます。

サービスイメージ

● クレジットカード決済

◎ コンビニ決済

◎ 銀行／郵貯ATM決済

支払い手段選択
カード情報入力

決済選択画面 カード情報入力画面 決済完了画面

※ 本サービスは、当初オリジナルサービスであり、特許出願中です。



25

③-2 国際展開との連動

３G （収納代行タイプ）利用顧客は、
佰宜杰（バイジェイ）.com出店基本料が無料*

*モール運営手数料7%（通常契約5%）が売上金額に応じて、課金されます。

① 言葉の壁
→ 翻訳サービス

② 物流の壁
→ 国内倉庫+EMS

③ 決済の壁
→ 銀聯ネット決済
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（2） 広告関連事業（プロモーションサービス）
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収納代行サービス

BPOサービス

プロモーション
サービス

フィナンシャル
ソリューション

収益構造の転換

決済基盤を土台に、各種サービスを展開

セキュリティ
サービス

総合ECインフラサービス事業者化の推進
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顧客企業の取扱高増加を支援

・ プロモーション関連ソリューションの提供
（SaaS/ASP型でのサービス提供）

・ EC関連広告サービス

（代理販売に加え、自社メディアの提供）

単なる広告代理店ではない、幅広い手段

金融機関、EC事業者中心に展開
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SBIナビ株式会社を設立

レコメンデーションエンジン開発元企業と事業を統合

ASP/SaaS型 レコメンドエンジン市場は2007年度の3億3100万円から
2008年度は、8億8500万円に拡大し、2010年には16億円超の規模に拡大と予測
（出典： 矢野経済研究所 2008年11月5日発表 レポート http://www.yano.co.jp/press/pdf/406.pdf）

主なレコメンド表記機能主なレコメンド表記機能

１．レコメンド情報

２．ランキング情報

３．あしあと（ユーザ閲覧履歴）

他社に比べ豊富な分析・制御機能他社に比べ豊富な分析・制御機能

http://www.yano.co.jp/press/pdf/406.pdf
http://www.yano.co.jp/press/pdf/406.pdf
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（3） 情報セキュリティサービス事業
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eCURE株式会社
2010年3月期 決算業績

2009年３月期 2010年３月期
前期比

増減率（％）

売 上 高 259 222 △ 14.0

営 業 利 益 33 32 △3.0

経 常 利 益 37 34 △8.7

当 期 純 利 益 22 21 △7.1

（単位：百万円）

経常利益率は、4-6月期（7.6%）を底に、
7-9月期以降は、19%へと大幅に改善
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ウェブ改ざんチェック、解析サービスを開始

ウェブサイトを改ざんされると、賠償問題やブランド力低下など、莫大な被害が予想されます。

「SQLインジェクション」や「Gumblarウイルス」対策、
EC事業者・金融機関にサービス提供を計画

なら
これらの攻撃で改竄された

Webサイトも検知可能
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国内唯一のカードビジネス専門誌を今春復刊

「月刊 カードウェーブ」の出版権を取得

① クレジットカード・電子マネー

② ポイントカード・CRM・認証システム

③ ICカード・非接触ICカード

「電子決済総覧」「ICカード総覧」
「NFC総覧」なども、順次刊行
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（４） 海外事業の進捗について
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日本初、世界でも中国・香港を除き初めて！

「VeriTrans銀聯ネット決済」（2009年1月~）

銀聯（ChinaUnionPay）カードとは？
発行枚数21億枚の決済機能付キャッシュカード

① 200を超える中国の銀行が発行

② 日本でも12,300店舗が加盟

③ 高い決済単価を誇る
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海外事業の地域・事業による分類

決済を皮切りに、ECインフラサービスを展開

中
国
・ア
ジ
ア

北
米
・欧
州

決済事業 ECインフラ

① 銀聯ネット決済サービス ② Buy-J.com

③ JJ-street

④ SBIチャイナブランディング

⑤ ECAA

⑦ SBIリサーチ

⑥ PayPal
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・モール出店

・商品準備のみ

・モール内での制約

フェーズ１

・自社ブランド

・自由度のあるサイト
（デザインその他）

・インフラの個別準備

フェーズ２
（自社サイト構築）

・現地法人

・現地在庫
（無在庫も可能）

・現地法令への対応

フェーズ３
（現法での販売）

海外市場向けEC展開のロードマップ

・外国人旅行者向けの日本
店舗情報、予約サイト
（商取引は、オンサイトで）

フェーズ０
（リード型EC）

各フェーズにおいてワンストップでのサポートを実施

（モール）

佰宜杰.com ECAA等

・海外市場動向調査フェーズ０
（市場調査） ・中国ユーザ動向調査
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決済に加え、翻訳から物流までトータルで支援

販売者（出店者）は、商品と商品データのみの
準備で中国向け販売が可能

中国向けECモール「佰宜杰.com 」（バイジェイ）

① 言葉の壁

② 物流の壁

③ 決済の壁
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中国人旅行者を対象に、銀聯利用可能店舗を紹介

2009年7月の観光ビザ（査証）解禁に続き、
要件の緩和検討など観光政策が後押し

杰街同歩（ジェイジェストリート）の出店増加

主な参加企業

ヨドバシカメラ様
マツモトキヨシ様
東急ハンズ様 など
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両サイトの相乗効果

ユーザー層が近く、認知度・トラフィック向上に効果

・ECサイト

・消耗品の追加購入

・日本商品への興味

・銀聯店舗紹介サイト

・日本への旅行者

・日本に興味がある方

杰街同歩

出店者募集活動において、決済事業ともシナジー

佰宜杰
（Buy-J）
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ECAA（E Commerce for Asia Alliance）

アジア向けEC事業者を支援するコンソーシアム
～ECの各プロセスに対応できる、幅広いパートナーとの協業を実現～

・モール出店

・商品準備のみ

・モール内での制約

ECモール
（佰宜杰.comなど）

・自社ブランド

・自由度のあるサイト
（デザインその他）

・インフラの個別準備

自社サイト

大きなハードル

【ECAA】（E Commerce for Asia Alliance）

・有力なECインフラ提供企業16社にて共同設立。現在34社に拡大。

・顧客企業が自社でまかなえない部分を、各プロセスごとに参加企業が相互補完

・それぞれの顧客企業にあわせたパッケージプランの提案など、海外向けEC展開を支援

主な参加企業：ANA、日本郵政（輸送）、クララオンライン（サーバホスティング）、ラック（セキュリティ）・・など

言語、商習慣、
物流、決済・・

支援

（個別ドメイン）
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SBIチャイナブランディング株式会社の

概況について

（連結子会社： 出資比率100%）
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日本企業の中国向け各種活動をサポート

媒体 代理店 広告主

その他広告主

その他広告主

契約の流れ

お金の流れ

大手検索
エンジン

各種専門
サイト

商標登録、認知度向上、会員募集で経験と実績

クロスメディ
ア広告



44

SBIリサーチ株式会社の

概況について

（連結子会社： 出資比率66.7%）
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ネット調査にとどまらない各種ソリューション

5.広告効果の評価
2. ウェブサイトの

コンテスト力

4.競合他社の分析

6. メディアプラン

サポート
3. サイトの最適化/ユーザー

ビリティーテスト

1. ウェブサイトの

トラフィック追跡

日本企業にとって、 のニーズは高い

上海艾瑞市場咨訽（中国iResearch）社の事業を元に、
日本企業に向けた中国情報・サービスの提供
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中期経営計画について

第３部
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2008年6月発表の事業戦略

①① 総合決済サービスプロバイダ化総合決済サービスプロバイダ化

・ 各決済の充実と有機的な連携

・ 業界再編 と 国際展開

②② 総合総合ECECインフラサービス事業者化インフラサービス事業者化

・ 既存クライアントへのクロスセル強化

・ 決済サービスとの融合 及び 連携

「連続的な成長」に「非連続な成長」を加える
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今後3年間の各事業年度の位置づけ

20092008 2010 20122011 2013

投資フェーズ

収穫フェーズ

・広告関連事業

・海外事業

・次世代システム（3G）
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収益倍増（売上100億円、経常20億円）を目指す

（単位：百万円）

売上高

経常利益

2010年3月期

実績

10,000

2,000

2011年3月期

予想

2012年3月期

計画

2013年3月期

計画

5,024

1,051

7,250

1,450

5,700

1,160

今後3年間の業績予想・計画

投資フェーズ 収穫フェーズ

+13.5% +27.1% +37.9%

+10.3% +25.0% +37.9%
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「総合決済」「ECインフラ」「アジア・海外展開」

三次元での成長を目指す

収納代行サービス

プロモーション
サービス

フィナンシャル
ソリューション

セキュリティ
サービス

①決済の総合サービス化

②
E
C
イ
ン
フ
ラ
化

③アジア・海外展開
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M&Aの積極活用を検討・実施

互いの強みを融合し、「早期の収益化」を図る

シナジーを発揮し、アウトプットを最大化

顧客基盤

サービス基盤

経営基盤

サービス新規性

業界・市場の知見

人材・経営基盤

提携先
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2011年３月期 業績見通し

連結での2ケタ成長は維持しつつも、積極的な投資を実施

（百万円）

連結

単体

売上高

経常利益

当期利益

売上高

経常利益

当期利益

2010年3月期

実績
増減率（%）

5,024

1,051

613

4,813

1,026

5,700

1,160

680
5,000

1,050

630

2.3

591

13.5

10.3
10.8

3.9

6.6

2011年3月期

予想



53

配当について

2009年3月期：1株あたり600円の配当（配当性向 17.8%）

2010年3月期：1株あたり700円の配当（配当性向 18.7%）

2011年3月期は、年間800円に増配予定

業績向上に伴い、増配を継続予定

株主還元と成長事業への再投資を両立
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① 連結・単体ともに、過去最高収益を更新

• 売上高は前年比14.1%増、経常利益は同11.6%増（連結）

• EC市場の好調により、決済事業が順調に拡大

2010年3月期 決算説明会サマリー

③ 中期経営計画（2010-2013）を発表

• 「総合決済」「ECインフラ」「アジア・海外展開」の三次元成長

• 3年後の売上・利益の倍増を目指す

② 次世代（3G）システムとM&Aで業界再編を主導

• 業界再編を視野に、圧倒的な機能・コスト競争力

• 非決済分野においても、M&Aを効率的に活用
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https://www.veritrans.co.jp/
http://www.eCURE.jp/
http://www.SBICB.com/

http://www.SBI-Research.jp/
http://www.SBI-NAVI.co.jp/

http://www.buy-j.com/
http://www.jj-street.com/
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